
 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

〈令和 7年度のスタートにあたって〉 

コミュニティ・スクール(CS)の実施校が 16 中学校区(51 小中学校)に増えて、令和 7年度がスタートしま 

   した。新しく加わった古川中学校区･横内中学校区･甲田中学校区･造道中学校区の 4中学校区のこれからの 

活動に期待しています。教育委員会では、今年度も新規設置中学校区のみならず、全中学校区にできる限り 

の支援・協力、情報提供をしていきますので、よろしくお願いします。 

 

【学校･家庭･地域が一体となった教育力向上研修講座】 
 

        《 学校運営協議会設置通知書交付式 & 事例発表会 》 

          4 月 28 日、第 1 回学校･家庭･地域が一体となった教育力向上研修講座 

          を開催しました。第 1 部の学校運営協議会設置通知書交付式では、新規設 

          置校である 4 中学校区の校長先生に、工藤教育長より通知書が手渡されま 

した。これで本市 CS は 19 中学校区中、16 中学校区に設置され、今後益 

々充実した活動が展開されることが期待されます。 

第 2 部の事例発表では、次の 3 中学校区から「我が中学校区の取組について」の事例発表があ 

りました。 

★事例①:浦町中学校区 

 月に 1 回開かれている、地域と学校をつなぐ場である「ほっとカフェ」 

の取組、昨年 12 月に浦町中で開催された、中学生と高校生、大学生、保 

護者、町会、地域の方々総勢 200 名以上の参加で意見交換をした「トー 

ク･フォークダンス」の取組、冬の安全に地域の一員として貢献する「スノ 

ーバスターズ」(除雪)の取組について事例発表がありました。 

 

★事例②:戸山中学校区 

 CS の会議を充実させるための打合わせ、熟議の活用、勉強会の開催等 

で、地域で目指す子ども像を決定し共通理解を図った様子や、実践として 

「魅力あるまち戸山プロジェクト」を立ち上げ、地域学校協働活動として 

様々な活動を展開してきた事例が発表されました。 

 

★事例③:浪岡中学校区 

 熟議によって 9 年間で育てたい子ども像を設定した上で、多くの地域団 

体から支援を受けている「思いやりの心を育てる映画上映会」や「命の授 

業」の取組について紹介がありました。また、地元出身者等から話を聞く 
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「キャリア講演会」の事例が発表され、昨年度は、バドミントンの「奈良岡功大」選手の貴重な講 

演があり、参加した子どもたちの心を打つすばらしい話であったとのことでした。 

★ミニシンポジウム 

 最後にミニシンポジウムでは、3 事例の発表者への質疑の時間を設け、短い時間でしたが 3 事例 

に関して賞賛の意見や、もっと詳しく聞きたいという意見があり、盛り上がりました。また、事例 

発表校から新規設置校には、学校運営協議会は本音で語ることが大事、かしこまらずに何度も話合 

いを行い、まずは子どもたちのためにやってみる、そうすると次の改善点が見えるのではないかと 

いうエールが送られました。 

 新規設置校におかれましては、無理せず、あせらず、着実に自分たちの地区のスタイルを確立させ、 

子どもたち、地域のために充実した教育活動が展開できるよう願っています。 

 

◆これからの学校･家庭･地域が一体となった研修講座予定◆   

◎ 6/30(月)「命(いのち)の安全教育」 

 元文部科学省安全教育調査官 現岩手県立図書館館長「森本晋也」氏による、標記テーマの 

講演、そして後半は本課職員による「子どもたちのために学校･保護者ができること」と題し 

て、ワークショップを予定しております。     

   ◎ 11/12(水)「学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的推進」 

   文部科学省国立教育政策研究所 生涯学習政策研究部 総括研究官 (併)社会教育実践研究セ 

ンター社会教育調査官「志々田まなみ」氏による講演、そして後半は事例発表並びにパネル 

ディスカッション等を予定しています。 

皆様、奮ってご参加くださいますようよろしくお願いいたします。     

 

【学校訪問がスタートしました !】 
    

5 月 19 日の浜館小学校を皮切りに、今年も地域学校協働活動&CS の学校訪問が始まりました。 

今年は、訪問の際にお聞きしたいこと等を、予め各校に通知したり、活動にあたっての困りごとや悩 

みなどを話題にしたりと、訪問がスムーズに行われ、今まで以上に地域学校協働活動や CS を効果的 

で実のあるものにしたいと考えています。訪問対象者は昨年と同様、 

校長、教頭、推進員、CSD(中学校のみ)となっています。限られた時 

間ですが、有意義な話合いになるようよろしくお願いします。 

 

《 R7 地域学校連携推進チーム 紹介 》 ★は新メンバー 

大野 将臣 副参事・・・・地域の皆さまのおかげで子どもたちが健やかに育っています。困ったときは、 

何でも相談してください。 

大室 昌樹 主査兼指導主事・・2年目です。引き続き学校・家庭・地域が一体となって子どもたちの育ちを 

支えられるように頑張ります。 

 ★小鹿 史織 主査・・・・・令和 7 年度総務課から異動して参りました。少しでも早く、皆様のお手伝いが出来

るよう精進して参ります。   

白取 史也 主事・・・・・2 年目となりました。今年も笑顔で粘り強くがんばりますので、よろしくお願

いいたします。 

西村 勝文 生涯学習推進員・・この仕事をしながら、学習ボランティア、町会の仕事もしています。学校と地

域との連携の必要性を痛感しております。 

  成田 達哉 生涯学習推進員・・4 年目となりました。CS の効果がジワリと出てきております。老体にムチ打

って、皆さんの活動を全力で応援します。 


